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ウルヴァリン・ダークモスエックス・ポーネント

XPONENTに採用されたNew BlendはReserveBlend 701Solidカバーストックで、900Globalはベンチマークボール
として位置付け、ラインナップに組み込んできました。Solidリアクティブで#4000アブラロン加工。
カバーの性質は”700シリーズ”を継承しているのでそれほど強くはないのですが、この強さ加減のバランスが良く、900Globalが
描くベンチマークボールとして完成度は高いと言えるでしょう。
XPONENTを投球すると、対峙するコンディションがフロントエリア、ミッドエリアのオイル量が自分にとって多いのか少ないのかを
的確に知ることができます。
走り過ぎると感じればXPONENTよりもキャッチの強いボールにチェンジすることもできるし、噛みあがりが強いようであれば
走り系へのチェンジもXPONENTは導いてくれます。
Solidカバーゆえに性質上非常に滑らかですが、バックエンドの動きはSolidカバーの中では俊敏で、幅広いオイルパターンと様々な
スタイルにマッチするでしょう。
様々なラインを投球すると手前のオイルが薄過ぎなければかなり幅広いコンディションへの対応が可能です。
900Globalブランドはベンチマークになるラインがありませんでしたが、Reserve Blendの701 Solidのカバーは奥の動きも角度
が出ますし、オイルを読み取るにも中盤のレパートリーとしても非常に重宝するのではないかと思います。
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ウルヴァリン・ダークモス

弱めのSolid素材で万能にコンディションを読み取ることができるベンチマーク的なボールです。
バックエンド性能も高めてあるので、実用的に所持ボールを少なくすることができるでしょう。
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